
② ④ ⑥

実績額
（総事業費）

2021年度終了後における実績値

単位：円 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

2021年度終了時点の目標
値
※開始前実績値＋KPI増分の合
計

実績値 最も大きな理由 次に大きい理由 左記を選択した理由 事業効果 理由 事業の評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

産業ニューノーマル創出事業 指標①

民間事業者による新ビジネスモデル構
築件数
（新規事業分野への参入、新技術・商品開発、複数事
業者の事業連携、新たな業務ツール・販売チャネル
構築等）

件 0 10 10 15

指標②
デジタル技術の活用等により生産性が
向上した事業者数

社 0 3 3 3

指標③
尾瀬環境保全、プラごみ削減
優秀プランの実施事業者数

社 0 20 20 1

指標④ SDGs企業選定制度：選定企業数 社 0 40 40 67

指標① 新規コンテンツ開発件数 件 0 15 15 4

指標②
課題解決型人材育成事業に参加した
人数

人 0 300 300 237

指標③ 宿泊者一人あたりの平均宿泊日数 泊 1.18 0.01 1.19 未公表

指標④ 宿泊者のうち県内居住者の割合 ％ 16.40 1.20 17.60 未公表

指標① 外国人宿泊者数 人泊 55,000 45,000 100,000 16,000

指標②
外国人宿泊者１人あたり平均宿泊日
数

泊 1.17 0.01 1.18 -

指標③ 専用サイトセッション数 セッション 210,896 39,104 250,000 85,000

指標④ Gunma Excellence施設数 施設 37 8 45 58

指標① 全国規模の大会・イベントの開催数 回 1 2 3 4

指標②
群馬県主催等事業（大会・イベント）の
視聴回数

回 10,000 4,500 14,500 19,300

指標③
ｅスポーツ活動（部活・同好会）に取り
組む企業数

社 0 6 6 26

指標④
人材育成数
（セミナー・各種講座等の参加者・視聴
者数）

人 900 400 1,300 2,050

ぐんまのクリエイティブ拠点化推進 指標① クリエイターラボラトリー参加者数 人 0 200 200 218

指標② クリエイターデータベース登録者数 人 0 40 40 13

指標③ 新コンテンツ創出件数 件 0 2 2 0

指標④ オークション参加者数 人 0 50 50 0

ものづくり産業ＤＸ推進事業 指標① ５Ｇ適用可能技術導入支援件数 件 0 1 1 1

指標②
デジタルエンジニア育成関連事業修了
者数

人 0 10 10 22

指標③ ＣＡＥ活用企業比率 ％ 0 0 0 0

指標④
金属積層技術の活用による試作等受
託件数

件 0 0 0 0

ニューノーマル水産業を核とした地域振興 指標① アユ漁獲量 トン 40 0 40 23

指標②
ニジマス生産量に占めるブランド魚の
割合

％ 8 1.00 9.00 16.70

指標③ 新魚種等の開発数 種類 0 0 0 0

指標④ 神流川冬季特設釣り場入場者数 人 1,516 100 1,616 2,571

先端ものづくり産業等支援強化事業 指標① 製造品出荷額等 億円 83,635 1,673 1,673 1,900 2,273 2,500 93,654 未公表

指標② X線CT装置の導入による経済効果 億円 0 3 4 5 6 7 25 58

指標③
先端ものづくり産業等における雇用創
出数

人 0 50 50 50 50 50 250 897

指標④
高機能電子線マイクロアナライザーの
導入による経済効果

億円 0 3 4 5 12 26

「協働チーム」による付加価値創出・海外販路開拓 指標① 県産農畜産物の輸出金額 億円 10.48 0.69 0.79 0.80 0.79 13.55 14.09

指標② 協働チームの形成数 件 0 2 2 3 3 10 10

指標③ 協働チームの売上額 万円／件 0 200 200 200 200 800 1,204.68

指標④

来てみてよかった！ぐんま暮らし支援事業 指標① 他都道府県からの転入超過数 人 1,080 392 550 550 2,572 -297

指標②
本事業を通じ市町村において設置され
た移住コーディネーター数

人 0 2 3 3 8 2022年8月

指標③
本事業を通した、移住転職マッチング
コーディネート・繋がりコーディネート件
数

件 0 1,350 140 150 1,640 2,963

指標④

10 49,332,877

指標①
・コロナ禍において、地方への関心
が高まり、移住相談件数は大幅に
増加傾向であるが、外国人の転入
者が大幅に減少したことによる人
口の社会的増加が大幅に減少と
なったため。

・県における移住相談件数は過去最
高の2,963件となり、2021年住民基本
台帳人口移動報告においても転入超
過となるなど、本県への移住者増加に
一定の寄与があったと考えられるた
め。
・結婚を希望する未婚者に対する出会
いの場の提供について、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止の観点から制
限があったものの、39件のイベントを
開催し、73組のカップルが成立したた
め。

（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で
あった

・他都道府県からの転入超過数は昨年
度から微減となったが、移住相談件数
は、過去最高となっており、一定の事業
の効果は認められる。
・ふるさと回帰センターの移住希望地ラン
キングで群馬県が5位になるなど、本県
移住への関心が高まっていると考えられ
るため、より一層移住定住支援に取り組
んでいただきたい。

②地方創生
に相当程度
効果があっ

た

③地方創生
に効果が

あった
③その他

9 61,869,327 KPI達成

・香港において、オンラインを活用した
バイヤー招へい商談会や現地小売店
舗にてＰＲ販売を実施し、商談成立に
つながったため。
・本事業を通して食品事業者４社が、
自社分析や市場分析に基づく商品開
発の手法を身につけたと考えられるた
め。

（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で
あった

①外的要因

（主な事業）
・輸出促進支援員設置
・青果物輸出促進
・ブランド認知事業
・「ぐんまの食品産業」販路開拓支援事業

（主な事業）
・ぐんま暮らしブランド化推進
・ぐんま赤い糸プロジェクト

8 81,840,833 現状把握できたものは、KPI達成

・本事業を通じて、24件のマッチングや
306件の商談があり、中小企業の取引
拡大に寄与した。
・本事業にて37件（ＤＸ推進・地域課題
解決タイプ12件、市町村・県連携タイプ
25件）を採択し技術開発を支援したこ
とにより、企業の雇用創出に一定の寄
与があったと考える。

（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で
あった

・今後把握する指標もあるが、現状把握
できる指標については、目標値を達成し
ており、十分に事業効果が認められる。
・R3年度で事業終了となるが、産業構造
を取り巻く環境目まぐるしく変化していくた
め、引き続き、先端ものづくり産業等の支
援を進めていただきたい。

②地方創生
に相当程度
効果があっ

た

②地方創生
に相当程度
効果があっ

た

③その他7 21,687,441

指標①
・アユ漁獲量については、主要河
川の１つでシーズンを通じ濁水が
続いたことから、漁獲量に影響した
と考えられるため。

・本事業を通し、本県特有ブランド魚の
活用により、魅力ある食の提供や釣り
目的の観光誘客に繋がり、地方にお
ける雇用創出などに、一定の寄与が
あったと考えられる。
・本事業を通し、生殖幹細胞の代理親
魚への移植やドローンによる放流アユ
の撮影条件に関する試験研究成果
は、高品質のアユ種苗の維持やアユ
放流の費用対効果の観点から、地方
における業界の所得向上、新たな人
の流れの推進に寄与できると考えられ
る。

（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で
あった

①外的要因
（事業）
・ハコスチ導入・ＰＲ推進
・冷水性魚類生産技術導入
・マス類の高付加価値化研究
・先端技術を活用したアユ漁場の活性化
・人工アユ養殖研究

（主な事業）
・医療機器産業等参入支援事業
・先端ものづくり産業等事業化促進
　IoT導入支援
　先端ものづくり産業人材育成
・ぐんまＤＸ技術革新補助

6 60,599,836 KPI達成

・ローカル５Ｇ技術の社会実装の担い
手となる県内Ｓiｅｒ等22名が受講し、地
域への横展開に期待ができるため。
・産業技術センター内のデジタルソ
リューションラボに整備した「組立作業
支援システム」に興味を持った企業に
対して、SIerとのマッチングの場を設定
し、導入に向けての具体的検討が進
行しており、効果が出始めていると考
えられるため。

（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で
あった

・すべての指標において目標値を達成し
ており、事業効果が十分に認められる。
・ものづくり立県をさらに推進していくた
め、県内企業のデジタル技術の習得、活
用に向けた支援を引き続き実施していた
だきたい。

③地方創生
に効果が

あった

③地方創生
に効果が

あった

①外的要因5 18,102,472 ③その他
（事業）
・ぐんまのクリエイティブ拠点化推進事業

（事業）
・先進ものづくり産業等事業化促進
　ローカル５Ｇ活用講座
・５Ｇ活用デジタルファクトリー横展開実証

4

eスポーツを活用した産業・地域活性化事業

50,576,449 KPI達成
（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で
あった

①地方創生
に非常に効
果的であっ

た

群馬県インバウンド誘客推進事業

87,683,525

指標①及び③
・コロナ禍による渡航制限のため。
指標②
・観光庁が実施する消費動向調査
がコロナ禍により調査中止となった
ため。

・訪日外客受入環境が整った
GunmaExcellence施設が目標45施設
に対して58施設が登録された。また多
言語対応観光発信サイト（繁・簡・泰）
をリニューアルし情報発信の拠点が整
備されたため。

・群馬県主催の大会・イベントを開催す
ることで、県内企業がビジネスとしてｅ
スポーツに関わる機会を創出するとと
もに、視聴回数が19,300回と、多くの
方に視聴してもらったことで、本県のe
スポーツの取組を県内外に発信するこ
とができたため。

①外的要因3
（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で
あった（事業）

・インバウンド誘客

（事業）
・eスポーツ推進事業

②地方創生
に相当程度
効果があっ

た

地方創生推進交付金に係る事業評価について

（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

1

No
事業実施
計画の申
請時点で
の当初値

⑤

実施計画の申請時点での目標値

①

交付対象事業の名称

（主な事業）
・プラごみ削減ビジネス創出プラン事業
・尾瀬における官民共創導入促進事業
・ヘルスケアビジネスモデル構築事業
・ＳＤＧｓ推進事業
・サービス産業イノベーション事業
・繊維工業試験場機器整備（技術開発支援高度化・デジタ
ル化運用推進）

指標③
・プラごみ削減ビジネスプラン事業
について、2021年度は、県補助金
予算が確保できず、事業実施でき
なかったため。
※尾瀬における官民共創導入促
進事業の実績値のみを記載

2 57,572,784
（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で
あった

・事業実施時期の影響から、目標値に達
していない指標もあるが、セミナーや森林
ビジネスコンテスト等の実施により、
ニューノーマルに対応した観光県ぐんま
の育成に一定の寄与があったと考えられ
る。
・アフターコロナを見据えて、新たな観光
スタイルの創出に向けた機運醸成に取り
組んでいただきたい。

指標①
・2021年度から開始した事業のた
め、市町村の予算措置が間に合わ
なかったため。
指標②
・観光需要喚起策実施期間中での
セミナー開催となり、周知が十分で
なかったため。

ニューノーマルに対応した観光県ぐんま育成プロジェクト ・5回開催したセミナーには延べ61人の
参加があり、ニューツーリズム創出支
援事業には4件の採択があり、新たな
観光スタイル構築に一定の寄与があっ
たと考えられるため。
・森林ビジネスコンテストには50件の応
募があり、入賞5件を選定。森林ビジネ
スの推進に一定の寄与があったと考
えられるため。

③地方創生
に効果が

あった
③その他（主な事業）

・アウトドアスポーツツーリズム推進事業
・森林サービス産業の推進
・ニューノーマルを踏まえた新たなツーリズムの創出

外部有識者からの評価

③

本事業における重要業績評価指標（KPI）

指標

⑧

目標値未達の場合の理由 自己評価

⑨⑦ ⑩

今後の事業展開の方向性

②事業内容
の見直し

（一部事業
の見直しを
伴う継続）

・産業ニューノーマル創出支援におい
て、ハード事業に係る経費制限を緩和
することで、より柔軟な支援を実施す
る。
・SDGｓ推進に当たり、企業のニーズの
高まりに対応するため、産学官金の連
携を進め、事業を拡大する。

②事業内容
の見直し

（一部事業
の見直しを
伴う継続）

・県内観光関係者への「新たな観光ス
タイル」創出に向けた普及啓発や機運
醸成を行うとともに、取組に対しても支
援を継続していく。

③事業の継
続（事業変
更を伴わな

い継続）

・訪日観光が再開されたことから引き
続き事業を継続する必要がある。

③事業の継
続（事業変
更を伴わな

い継続）

・引き続き、ｅスポーツを推進するため
の土壌作りや人材育成、関連産業の
育成に努めるとともに、魅力ある大会・
イベントの開催により、ｅスポーツに取
り組む本県の認知度向上を図る。

①追加等更
に発展させ
る（事業規
模の拡大を
伴う継続）

・デジタル人材の育成だけでなく、クリ
エイティブな活動がしやすい土壌作り、
クリエィティブ産業の集積という３本の
施策の柱でクリエィティブ拠点化の実
現を図る。

②事業内容
の見直し

（一部事業
の見直しを
伴う継続）

・ローカル5Gはネットワーク技術である
ことから、事業の親和性を考慮し、デ
ジタルファクトリー構築に必要なIoT・Ａ
Ｉ、ロボット等のデジタル技術の習得や
活用を図るための各種支援事業に含
めた形でを実施していく。

②事業内容
の見直し

（一部事業
の見直しを
伴う継続）

・ブランドニジマス全体の認知度向上
を図るため、ギンヒカリは県民向けの
市場拡大を図るとともに、ハコスチで
は多様な釣り場でイベントを行うことで
利用者と認知度の拡大を図る。

⑤予定通り
事業終了

・ものづくり中小企業が独力で大手
メーカーに売り込みを行うことは困難で
あり、企業から販路拡大支援に対する
ニーズが多く今後も支援が必要である
ことから、引き続き事業を継続する。
・市町村・県連携タイプについては、コ
ロナ禍で疲弊している中小企業者等
の研究開発意欲を喚起するために、
基本的な枠組みは継続するが、わかり
やすく、企業ニーズに対応したものとな
るよう制度設計を見直し、採択数の増
加を図る。

②事業内容
の見直し

（一部事業
の見直しを
伴う継続）

・拡大する海外市場への販路開拓支
援を今後も継続する必要がある。
・コロナ禍により、オンライン対応が必
要なこと及びEC市場が拡大しているこ
とから、越境ECへの参入を支援してい
く。

⑤予定通り
事業終了

・テレワーカーや潜在的な移住希望者
もターゲットとすることで、それぞれの
ターゲットに応じた情報発信や相談体
制の整備など、移住希望者のニーズ
に応じて、弾力的な事業展開を図る。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止
に配慮しつつ、引き続きより効果的な
出会いの場の提供やフォローアップを
行うことで、事業効果を高めていく。

・すべての指標において目標値を達成し
ており、事業効果が十分に認められる。
・引き続き、関係者間のネットワークを活
かし、生産性の向上や国際競争力の強
化等に取り組んでいただきたい。

②地方創生
に相当程度
効果があっ

た

・当事業を通じて15件の事業を支援
し、中小・小規模事業者の経営支援に
一定の寄与があったと考えられるた
め。
・産学官関係者延べ15者が連携して、
4つのプロジェクトに取り組んだことで、
ビジネスモデル構築に一定の寄与が
あったと考えられるため。
・ＳＤＧｓに取り組んでいる先進的な企
業が67社選定されたことで、他の企業
への普及も図られた

⑤事業未実
施

40,705,249
（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で
あった

指標②
・実績や将来性などの掲載要件を
高くし、ハイレベルなクリエイターに
限定するよう方針を変更したため。
指標③及び④
・コロナ禍により、施策内容を変更
または中止したため。

・中長期的視点に立ち、県経済を牽引
するデジタル技術とクリエイティブマイ
ンドを持った人材育成に着手すること
ができたため。

（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で
あった

・新型コロナウイルスの感染拡大による
渡航制限などの影響を大きく受けた。
・そうした状況においても、上質な観光
サービスを提供できる受入環境整備を推
進し、県の認定制度であるGunma
Excellence施設は目標を上回る登録数と
なった。
・こうした環境整備をアフターコロナのイン
バウンド誘客に活かしていただきたい。

・すべての指標において目標値を達成し
ており、事業効果が十分に認められる。
・大会やイベントの開催実績、人材育成
等を活かし、引き続き、eスポーツを活用
した地域の活性化を図っていただきた
い。

・プラごみ削減ビジネスプラン事業が実施
できなかったものの、その他指標に係る
事業については、順調に実施された。
・特にSDGｓに取り組む先進的な企業を
67社選定したことにより、他の企業から
の関心を集めている。
・引き続き、デジタル化や気候変動に対
応できる産業のニューノーマル化を図っ
ていただきたい。

・新型コロナウイルス感染症の影響を受
け、新コンテンツ創出に係る取組の変更
やオークションの中止を余儀なくされた。
・そのような中、クリエイターラボラトリー
には、目標値を超える参加を得たほか、
ハイレベルのクリエイターをデータベース
に登録するなど、足場を固める取組が実
施された。
・昨年度の取組を活かし、県内のクリエイ
ティブ産業の推進を進めていただきた
い。

・アユ漁獲量については、主要河川の濁
水の影響を受け、目標値に達しなかった
が、そのほかの指標は、目標値を達成し
ており、一定の効果が認められる。
・本県特有のブランド魚の活用により、屋
外での遊漁など、ウィズコロナ時代の新
たな余暇を通じた地域振興を進めていた
だきたい。

【資料４－２】

令和4年6月時点



② ④ ⑥

実績額
（総事業費）

2021年度終了後における実績値

単位：円 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

2021年度終了時点の目標
値
※開始前実績値＋KPI増分の合
計

実績値 最も大きな理由 次に大きい理由 左記を選択した理由 事業効果 理由 事業の評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

地方創生推進交付金に係る事業評価について

（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

No
事業実施
計画の申
請時点で
の当初値

⑤

実施計画の申請時点での目標値

①

交付対象事業の名称

外部有識者からの評価

③

本事業における重要業績評価指標（KPI）

指標

⑧

目標値未達の場合の理由 自己評価

⑨⑦ ⑩

今後の事業展開の方向性

【資料４－２】

令和4年6月時点

ぐんま「強い産業づくり」推進事業 指標① 本事業における雇用創出数 人 0 800 1,600 1,100 3,500 未公表

指標② Ｇメッセ群馬の年間来場者数 人 0 0 717,500 720,000 1,437,500 1,062,690

指標③
医療・ヘルスケア産業参入企業数（医
療機器製造業登録、製造販売業許
可、ISO１３４８５新規取得企業数）

社 138 10 10 10 168 184

指標④ 湯けむりフォーラム視聴数 回 0 1,000 35,000 36,000 169,662

ぐんま「稼ぐ農林業」促進事業 指標①
本事業の担い手確保策による新規就
農者数

人 215 227 242 257 941 780

指標②
本事業の試験研究・実証による新品
種・新技術の開発件数

件 6 2 4 4 16 12

指標③
本事業の研究推進による実用飼育用
遺伝子組換えカイコの新品種作出数

種 0 1 1 1 3 5

指標④
本事業の肉牛振興対策による県内農
家の肉用牛飼養頭数

頭 57,000 100 300 600 58,000 未公表

「ぐんまに外国人を呼び込む」プロジェクト 指標①
本事業を活用し、県内企業に採用され
た外国人の数

人 0 10 30 52 92 未公表

指標②
本事業を活用し、外国人材を採用した
県内企業の数

社 0 10 30 52 92 未公表

指標③
セミナー、合同企業説明会等に参加し
た県内企業の数

社 0 30 124 151 305 67

指標④
ベトナム国内工業系大学における県
内企業の採用説明会面談数

回 0 200 250 300 750 0

ぐんま「次世代モビリティ」推進事業 指標① 自動運転バスの利用者数 万人／年 0 1,000 5,000 45,000 51,000 530

指標②
自動運転バスが導入されたバス路線
数

本 0 0 1 2 3 0

指標③
自動運転バスの実証実験を行った路
線の延長

km 1 3.00 7.40 6.90 18.3 12

指標④ 自動化・ＥＶ化関連技術人材育成数 人 0 40 40 40 120 612

ぐんまで働こう！若者の活躍促進事業 指標①
本事業を利用して就職した者のうち
県内就職者数

人 698 800 900 1,000 3,398 1,901

指標②
ジョブセンターまえばし利用登録者の
市内事業所就職者数

人 529 550 550 550 2,179 340

指標③
「ミライバシ～前橋の未来への架け橋
～」に参加した高校生の数

人 0 2,000 2,000 0 4,000 0

指標④ 県内出身大学生等のＵターン就職率 ％ 30 35 40 45 150 28

群馬県移住支援・マッチング支援事業、群馬県起業支援事業 指標①
本移住支援事業に基づく移住就業者
数

人 0 240 191 140 571 0

指標②
本移住支援事業に基づく移住起業者
数

人 0 4 5 5 14 10

指標③ 本起業支援事業に基づく起業者数 人 0 30 30 30 90 88

指標④
マッチングサイトに新たに掲載された
求人数

件 0 1,000 1,000 1,000 3,000 1,674

ぐんま「女性・高齢者・障害者」就業支援事業 指標①
本事業により新規就業が実現した者
の数（新規就業者数）

人 0 500 650 800 1,950 1,052

指標② 多様な人材活躍推進企業の認証数 事業所 1,000 100 110 120 1,330 1,355

13 2,003,010 ①外的要因
⑤事業未実

施

指標③及び④
コロナ禍により、外国人材の入国
規制が継続されていたことから、企
業の外国人材採用の機運も低下し
ており、相談会での相談件数等が
激減したため。
また、海外ヒューマンリソース発掘
支援事業については、これらの状
況を踏まえて事業の中止としたた
め。

③地方創生
に効果が

あった

・外国人が魅力に感じる情報を発信し
たことにより、外国人材の本県に対す
る働く場としての認識を一定程度高め
ることができたと考えられるため。
・県内企業における外国人材定着を図
る目的でセミナーを実施し、労働力の
確保と地域企業の発展に寄与したと考
えられるため。

（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で
あった

（主な事業）
・外国人材向け情報発信
・海外ヒューマンリソース発掘支援
・外国人ヒューマンリソース受入れ相談会
・建設分野における外国人材受け入れのためのセミナー

11 67,443,690 ①外的要因

指標②
・2021年度は大規模ワクチン接種
センターの稼働などにより来場者
数が目標値を超えたが、2020年度
のコロナ禍の影響による来場者数
減の影響が大きく、2カ年合計では
目標値を達成することができな
かったため。

③地方創生
に効果が

あった

・本事業を通じて151件のマッチング実
績を創出し、地方における雇用創出に
一定の寄与があったと考えられるた
め。
・コロナ禍で大規模リアルカンファレン
スイベントは開催できなかったが、官
民共創によるコンテンツ制作と開催方
法の多様化により、始動する「キッカ
ケ」となる質の高いコンテンツの発信
ができたため。

（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で
あった

（主な事業）
・湯けむりフォーラム
・コンベンション推進
・スタートアップ支援
・事業承継支援

12 84,056,160 ①外的要因

指標①
・コロナ禍により、これまで実施して
きた対面での就農相談が中止や延
期で実施ができなくなり、就農機会
を失ったため。
・コロナ以前から人手不足が顕著と
なり、就農以外の選択肢が増加し
た。そうした外的要因中心に就農
意欲が減少し目標が達成できな
かったため。
指標②
・研究実施時期と発表時期にタイ
ムラグがあるため。
※2022年度に既に2件の技術成果
を発表しているほか、今後、ウメ新
品種「群馬Ｕ６号」の収穫適期と加
工方法や、ナシの新品種出願、
キュウリの効率的な栽培技術等の
成果を発表予定である。

③地方創生
に効果が

あった

・2021年度の新規就農者(45歳未満）
数は222人となり、過去5年間で最多と
なったため。（前年より＋49人増）。
・農家で高染色性シルクの繭を416kg
生産、これを原料としたシルク製品の
試作を行った。製品開発を進め高染色
性シルクの需要拡大を図ったため。

（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で
あった

・実用飼育用遺伝子組替えカイコの新品
種作出数は、目標値を達成しており、事
業効果があったものと認められる。
・コロナ禍により、対面での就農相談が継
続的に実施できない中、目標達成までい
かなかったものの、８割程度の実績が出
ており、一定の効果があったと考えられ
る。
・事業終了後も、「農業王国・ぐんま」の発
展、「林業県ぐんま」の実現を進め、雇用
の維持や創出につなげていただきたい。

（主な事業）
・ぐんま林業担い手対策「林業就業支援研修」
・ウメ新品種「群馬Ｕ６号」の導入による産地発展
・こんにゃく特産研究（こんにゃく育種、こんにゃく栽培技術
研究）
・遺伝子組み換えカイコの実用生産に関する研究
・県産牛肉高付加価値化のための飼養管理技術開発

14 14,452,095

指標①～③
・自動運転バスの事業は未実施の
ため。（路線導入を目指す市が独
自の事業として、実施）
・導入路線数について自動運転の
技術的課題が残ることと、社会受
容性（導入への住民意識）がまだ
十分醸成されていないことから、導
入には至らなかったため。

・セミナーや講座による人材育成支援
のほか、地域の自動車関連企業等の
経営課題をヒアリング（57社＋アン
ケート49社）し、現状課題を整理した上
で今後の戦略についての報告会を実
施するなど、地域の自動車産業の振
興に寄与したと考える。

（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で
あった

・指標④については、目標値を大きく上回
る成果をあり、事業効果が十分に認めら
れる。
・自動運転バス関係の指標については、
実証実験期間が限定的になってしまった
ことや導入に係る社会受容性が十分でな
かったことが原因と考えられる。
・事業終了となるが、事業実施を通じて得
られた課題を踏まえて、引き続き、次世
代モビリティの推進に取り組んでいただき
たい。

③地方創生
に効果が

あった

③地方創生
に効果が

あった

③その他

③その他

①外的要因

⑤事業未実
施

15 131,984,037

指標①
2020年度と比べると回復したもの
の、コロナ禍により来所者数が減
少していることが、主な要因と考え
られるため。
指標②
・ジョブセンターまえばし利用登録
者の市内事業所就職者数につい
ては、コロナ禍により、就職支援に
関する施設利用者数が減少したこ
とに伴い、職業紹介件数も減少し、
目標値を下回ったため。
指標③
・ミライバシについては、体験型の
説明会という性質上、コロナ禍にお
いては会場内に滞在できる参加者
の人数を制限しなければならず、
当初想定していた事業効果を創出
することが難しかったため。（2021
年度休止）
指標④
・近年、学生の「売り手市場」の状
況が続いており、大手企業・都市
圏就職の志向が高い傾向である。
就職情報サイトが行った大学生へ
の調査でも地元就職への希望割
合が減少する結果が出ていたこ
と、好調な景気動向や人口減少に
伴う人手不足の中、首都圏大手企
業の採用意欲が高まっていたこと
により、Ｕターン就職率が低迷して
いると思われるため。

・のべ16,847件のカウンセリング実施
等の支援により、799人が就職決定に
至り、地方における若者の就職に一定
の寄与があったと考えられるため。
・コロナ禍にあって、５名の高校生の参
加があり、本事業を通して、本県林業
への就業を将来の選択肢の一つとし
て捉えてもらうことができ、将来の担い
手確保に繋げるための取組として効果
的であったため。
・学生の都市部・大企業志向が強く、
地元就職希望割合が減少（大手就職
情報サイトによる調査結果）する中、就
職情報の発信、学生と県内企業のマッ
チング、県外学生向けの就職相談など
を実施し、Ｕターン就職率の減少を最
小限に抑えることができたため。

（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で
あった

（主な事業）
・Ｇターン全力応援
・若者の就労支援事業委託
・Ｇワークチャレンジ・高校生インターンシップ推進
・ぐんま林業担い手対策

（事業）
・次世代モビリティ産業参入支援

⑤予定通り
事業終了

・これまでのオンラインでのコンテンツ
発信も継続するとともに、湯けむり
フォーラム初の大規模リアルカンファレ
ンスイベントを開催する。
・群馬県におけるＭＩＣＥ推進をより強
力に進めるため、ＭＩＣＥ誘致や主催者
への開催支援、事業者支援、情報発
信などに総合的に取り組み、県内
MICEの機運向上を図る。

⑤予定通り
事業終了

・全齢人工飼料育のコスト削減に向け
て壮蚕用低コスト人工飼料の開発、飼
育量拡大に向けて製品開発に取り組
む。
・引き続き遺伝的能力評価を活用した
黒毛和種の改良により、能力の向上を
図りながら短期間で付加価値の高い
牛肉を生産できる技術に取り組む。

⑤予定通り
事業終了

・外国人材が群馬県を働く場として選
んでもらえるよう、引き続き外国人材向
けに魅力的な情報発信を実施する。
・企業ニーズを捉えて、外国人・日本
人ともにが働きやすい社内環境作りや
日本語コミュニケーションをテーマとし
たセミナーを引き続き開催する。

⑤予定通り
事業終了

・「自動車サプライヤー支援センター」
の機能を拡充し、EV化への技術支援
の強化及びデジタル化に向けた人材
育成等に取り組む。

②事業内容
の見直し

（一部事業
の見直しを
伴う継続）

・オンラインによる個別相談（カウンセ
リング）や就職支援セミナーの実施な
ど、引き続き、時代の変化に対応した
取り組みを進めていく必要がある。
・対面、オンラインそれぞれの利点を
生かし、より多くの学生・企業の参加が
見込めるイベントを開催し地方就職へ
の意識向上に努める。また、就職支援
ポータルサイトの開設による県内企業
の魅力発信等、ＷＥＢを活用した就職
支援を強化していく。

・コロナ禍により、来所相談や体験型説
明会が十分に実施できなかったと思われ
るが、一定数の就職の決定があったこと
から、若者の就職に相応の効果があった
と考えられる。
・こうした状況下においても、ぐんまで働く
ことの魅力発信を工夫するなど、若者の
活躍促進につながる取組を進めていただ
きたい。

・コロナ禍により達成できなかった指標も
あるが、指標③と④について目標値を達
成しており、一定の効果は認められる。
・昨年度の１５１件のマッチング、質の高
いコンテンツの発信等の実績を活かし
て、強い産業づくりを進めていただきた
い。

・コロナ禍により、相談会での相談件数の
激減したこと、事業自体を中止としたこと
から、目標値に届かなかった指標があっ
た。
・そうした状況下においても、魅力情報の
発信や外国人材定着セミナーの開催等、
外国人材を呼び込む下地づくりを進めら
れた。
・事業終了後は、自然災害が少ないな
ど、本県が住みやすいことをアピールす
る工夫等、具体的に外国人材を呼び込む
取組を一層進めていただきたい。

②事業内容
の見直し

（一部事業
の見直しを
伴う継続）

・移住希望者の動向を注視し、市町村
と連携して必要な予算措置及び情報
発信を行う。
・当該年度の採択者の事業化に対す
る伴走支援の実施と併せて、2019～
2021年度の起業者への事業化後の伴
走支援を実施し、適切な事業運営を継
続して実施する。

（事業）
・群馬県移住支援金事業
・地方創生起業支援事業
・マッチング支援事業

17 65,115,776 ①外的要因 ③その他

指標①
新型コロナウイルス感染症の影響
で来所による就業相談が急減した

③地方創生
に効果が

・本事業を通して、高齢者73名の就職
決定及び326件の求人開拓実績を創
出し、地方における雇用創出に一定の
寄与があったと考えられるため
・本事業を通して180人の障害者が地

（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で

・指標①については、コロナ禍により、目
標値に届かなかったが、その他の指標
は、目標値を達成しており、相応の事業
効果が認められる。

②事業内容
の見直し

（一部事業

・利用者数の減少や民間の人材紹介
サービスの充実等を理由として、2021
年度末に「ジョブカフェ・マザーズ」を廃
止。今後は国や市の支援が少ない県
内8箇所の地域で子育て等を理由に離
職した女性の再就職支援する事業を

（主な事業）
・女性の就業支援事業

16 124,056,762 ③その他 ①外的要因

指標①及び②
・移住支援金事業においては、
2021年度からテレワーカーなども
要件に加わったことで、実績は79
件と過去最大となった一方、移住
就業者や移住起業者について本
事業の要件を満たす方が少ないた
め。
指標③
・起業支援事業に基づく起業者数
については、各年度とも目標値を
超える採択者を選定したところであ
るが、その後、採択者から辞退（事
業の中止）の申し出などが複数件
あったため。
指標④
・コロナ禍により、企業訪問を通じ
ての求人掘り起こしが思うように実
施できなかったことが、主な要因と
考えられるため。

③地方創生
に効果が

あった

・本事業を通して、採択した者のうち31
名（うち移住支援金対象者9名）が起業
し、本県の新たな事業の担い手創出に
一定の寄与があったと考えられるため
・本事業により４件の移住実績があり、
地方における雇用創出に一定の寄与
があったと考えられるため。

（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で
あった

・指標①及び②について、移住支援金事
業に新たな要件が加わったことで、全体
実績は過去最多となったが、両指標に係
る要件を満たすケースが少なかった。
・一方、起業支援事業による起業者数に
ついては、概ね目標値に近い実績であ
り、一定の効果が認められる。
・本県への移住に対する関心が高まって
いることを受けて、より一層、移住・マッチ
ング・起業の支援を進めていただきたい。



② ④ ⑥

実績額
（総事業費）

2021年度終了後における実績値

単位：円 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

2021年度終了時点の目標
値
※開始前実績値＋KPI増分の合
計

実績値 最も大きな理由 次に大きい理由 左記を選択した理由 事業効果 理由 事業の評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

地方創生推進交付金に係る事業評価について

（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

No
事業実施
計画の申
請時点で
の当初値

⑤

実施計画の申請時点での目標値

①

交付対象事業の名称

外部有識者からの評価

③

本事業における重要業績評価指標（KPI）

指標

⑧

目標値未達の場合の理由 自己評価

⑨⑦ ⑩

今後の事業展開の方向性

【資料４－２】

令和4年6月時点

指標③ 本事業による高齢者向け求人開拓数 件 350 350 370 390 1,460 1,698

指標④ 本事業による障害者向け求人開拓数 件 700 50 60 70 880 6,542

地方創生人材確保・支援事業（プロフェッショナル人材戦略拠点） 指標① 年間相談件数 件 656 271 313 1,240 1,618

指標② 年間成約件数 件 98 46 53 197 225

指標③ 群馬県版大企業連携に係る相談件数 件 0 13 15 28 7

指標④

健康をコンテンツとした地域活性化促進事業 指標①
本事業を通じて健康づくりに取り組ん
だ人数

人 0 8,000 8,500 16,500 11,997

指標②
本事業における機能性分析を活用し
て販売した品目数

品 0 4 6 10 5

指標③ 健康ポイント制度への参加者数 人 0 0 40,000 40,000 27,011

指標④ シェアサイクルの利用者数 人 0 0 11,000 11,000 28,490

Ｇｕｎｍａ　Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ　Ｔｏｐ　Ｆｌｏｏｒを拠点とした群馬創造革新事業 指標①
地域課題解決ラボラトリーによる実証
件数

件 0 10 15 25 27

指標②
資金調達プロセスを活用して獲得した
金額

千円 0 42,000 27,000 69,000 110

指標③
本県の動画・放送スタジオを活用して
配信したコンテンツ数

本 0 495 545 1,040 2,456

指標④ ロケ誘致件数（撮影支援等件数） 件 30 20 20 70 34

17 65,115,776 ①外的要因 ③その他
で来所による就業相談が急減した
ため。

に効果が
あった

・本事業を通して180人の障害者が地
域の企業に採用され、地方における障
害者雇用の推進に一定の寄与があっ
たと考えられるため

戦略のKPI達成に有効で
あった

効果が認められる。
・多様な人材が本県で活躍できるよう、引
き続き取り組んでいただきたい。

（一部事業
の見直しを
伴う継続）

職した女性の再就職支援する事業を
実施する。
・引き続き、企業の障害者雇用や実習
の開拓、オンライン研修会、定着支援
研修会、伴走型支援を実施する。

・女性の就業支援事業
・シニア就業支援事業
・障害者就労サポートセンター運営
・障害者就労開拓支援委託
・企業認証制度運営

①追加等更
に発展させ
る（事業規
模の拡大を
伴う継続）

・金融機関連携により、金融機関への
ノウハウ蓄積を継続するとともに、他
事業との連携により本事業の効果をよ
り幅広い企業へ広げていく。

（事業）
・プロフェッショナル人材戦略拠点事業

19 68,006,103 ①外的要因
⑤事業未実

施

指標①及び②
・コロナ禍により大規模なイベント
や販売促進フェアの開催が思うよ
うに実施ができなかったため。
指標③
・コロナ禍により広報活動に制約が
かかったほか、SNSを活用した啓
発について、実施体制の構築に時
間がかかったため。

③地方創生
に効果が

あった

・農畜産物の機能性を付加価値として
訴求力を高める「機能性プロモーショ
ン」の推進に係る第一歩を踏み出すこ
とができ、今後、他の品目への波及効
果が大きいと考えられるため。
・G-WALK＋のインストール数は10か
月で2万7千となり、本県における県民
の健康づくりに一定の寄与があったと
考えられるため。

（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で
あった

・コロナ禍により、十分な実施ができな
かったが、その中で、オンラインを活用す
るなどの工夫により、一定の効果があっ
たものと思われる。
・コロナ禍で運動する機会等が減少して
いると考えられるため、感染対策に工夫
をこらし、健康づくりを進めていただきた
い。

②事業内容
の見直し

（一部事業
の見直しを
伴う継続）

・他の品目についても健康に関与する
成分の分析結果に基づき、産地等と合
意形成を図りながら、保健機能食品と
しての販売を検討していく。
・継続的にアプリを活用し、楽しく健康
づくりに取り組んでいただくことでより
一層の事業効果が見込まれることか
ら、事業の継続を図る。

（主な事業）
・高齢者の地域デビュー応援事業
・ぐんま健康ポイント制度事業
・健康をテーマにした県産品発信事業

18 28,947,643 ①外的要因 ③その他

指標③
・2021年度は、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大の影響により企
業訪問の回数が減少し、大企業へ
の働きかけや県内中小企業への
事業周知が進まなかったため。

②地方創生
に相当程度
効果があっ

た

・金融機関等によるマッチングは本事
業の成約件数に算入しないことから、
年間成約件数は減少したものの、事
業の効果を広げることができたため。

（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で
あった

・指標①、②については目標値を達成し
ており、一定の事業効果は認められる。
・ジョブカフェや金融機関等の関係機関と
の連携により、中小企業におけるプロ
フェッショナル人材の確保に資する取組
を続けていただきたい。

②事業内容
の見直し

（一部事業
の見直しを
伴う継続）

・開設からまだ２年で、県民に十分に
浸透したとは言えないため、動画制作
能力、発信力に更に磨きをかけ、県の
情報発信拠点として浸透するよう努め
る。
・制作会社向けに、県内ロケ地のプロ
モーションビデオを継続して制作すると
もに、映像クリエイティブ人材の育成に
取り組む。

（主な事業）
・官民共創スペース「イノベーションハブ」運営
・動画スタジオ運営
・ロケ誘致強化のための地域プロデュース

20 143,397,085 ①外的要因 ③その他

指標②
・コロナ禍により、セミナーなどのイ
ベントが実施できず、十分な周知
ができなかったため。
指標④
・コロナ禍により、ロケ受入れを休
止したほか、県外ロケの機運が低
くなったため。

③地方創生
に効果が

あった

・申請業務の電子化、ワクチン接種予
約システム等の開発により、県民の利
便性向上等につながったため。
・YouTubeチャンネルは開設２年で登
録者数27千人。動画制作数は約4,000
本、合計再生回数は800万回超に達
し、県民への情報提供及び県外への
魅力発信に寄与があったと考えるた
め。

（本事業が地方版）総合
戦略のKPI達成に有効で
あった

・コロナ禍により、資金調達やロケ誘致の
目標値を達成できなかった一方、その他
の指標は目標値を達成した。
・登録者が27千人まで増えたＹｏｕＴｕｂｅ
チャンネルの活用、制作会社へのPR等
により、県内外への発信や周知をより一
層進めていただきたい。


